
ドミトリー・ワシリエフ（ロシア）企業法・コーポレートガバナンス研究所長

スレイマン・コーヘン（オランダ）エラスムス大学経済学部教授

ルステム・ヌレエフ（ロシア）ロシア高等経済大学教授

公開討論会「ロシア企業社会の行方」

第 2 日目 10:00-

パネルⅠ「企業の組織と経営」
  酒井正三郎（中央大学）岩﨑一郎（一橋大学）杉浦史和（帝京大学）

パネルⅡ「企業と労働」
  堀江典生（富山大学）道上真有（新潟大学）林裕明（島根県立大学）

パネルⅢ「企業と社会」
  溝端佐登史（京都大学）徳永昌弘（関西大学）横川和穂（国際問題研究所）

Date:　 2011年 2月 11日 (金 )・12 日 (土）
Venue:　京都大学百周年時計台記念館国際交流ホールⅠ   

第 1 日目 13:00-

海外研究者招待講演

The Frontier in
Russian Business Economics
京都大学経済研究所平成２２年度プロジェクト研究「会社法定機関と人事労務管理制度の経済分析：ロシア株式会社の実証研究」主催

上垣　彰（西南学院大学）田畑伸一郎（北海道大学）溝端佐登史（京都大学）

【対象】どなたでもご参加いただけます（要申込）　【参加費】無料
【定員】１００名（先着順）申込方法はＨＰ（http://www.kier.kyoto-u.ac.jp/jpn/index.html）をご覧下さい。定員に達し次第、締め切ります。
【お問い合わせ】京都大学経済研究所総務掛



京都大学経済研究所平成２２年度プロジェクト研究 

「会社法定機関と人事労務管理制度の経済分析：ロシア株式会社の実証研究」主催 

国際コンファレンス “The Frontier in Russian Business Economics” 
 

 

開催日： 

２０１１年２月１１日(金)～１２日(土)  

 

会場： 

 京都大学百周年時計台記念館国際交流ホールⅠ 
 

プログラム：（予定）2010 年 12 月 20 日現在 

 第１日目 

  １３：００ 開場 

  １３：１５ 海外研究者招待講演（その１） 

        ドミトリー・ワシリエフ(ロシア)企業法・コーポレートガバナンス研究所長 

  １４：１５ 海外研究者招待講演（その２） 

        スレイマン・コーヘン(オランダ) エラスムス大学教授 

  １５：１５ 海外研究者招待講演（その３） 

        ルステム・ヌレエフ(ロシア)ロシア高等経済大学教授 

１６：３０ 公開討論会「ロシア企業社会の行方」 

座 長 岩﨑一郎（一橋大学教授） 
        討論者 ドミトリー・ワシリエフ 

スレイマン・コーヘン 

ルステム・ヌレエフ 

上垣 彰（西南学院大学教授） 
田畑伸一郎（北海道大学教授） 
溝端佐登史（京都大学教授） 

  １８：００ 懇親会（会費制） 

 

第２日目 

  １０：００ パネルⅠ「企業の組織と経営」 

座 長 上垣 彰（西南学院大学教授） 

        報告者 酒井正三郎（中央大学教授） 

            岩﨑一郎 

            杉浦史和（帝京大学専任講師） 



       討論者 花崎正晴（日本政策投資銀行設備投資研究所所長） 

小西 豊（岐阜大学専任講師） 
 

  １３：３０ パネルⅡ「企業と労働」 

座 長 大津定美（大阪産業大学教授） 

報告者 堀江典生（富山大学教授） 

    道上真有（新潟大学准教授） 

林裕明（島根県立大学准教授） 

討論者 久本憲夫（京都大学教授） 

辻義昌（早稲田大学教授） 
 

  １５：３０ パネルⅢ「企業と社会」 

座 長 池本修一（日本大学教授） 

報告者 溝端佐登史 

    徳永昌弘（関西大学准教授） 
    横川和穂（国際問題研究所研究員） 

討論者 片山博文（桜美林大学教授） 

鈴木拓（帝京大学専任講師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対象】どなたでもご参加いただけます（要申込） 

【参加費】無料 

【定員】100 名（メール申込よる先着順）定員に達し次第、締め切ります。 

【参加申込】参加のご希望は、京都大学経済研究所 経済制度研究部門事務室 堀部（horibe

＊kier.kyoto-u.ac.jp ＊を＠にご変更下さい。）までメールにてお申込ください。その

際、以下の項目について漏れなくご記入ください 

：ご氏名(ふりがな)・ご所属・ご身分・電子メールアドレス・懇親会の出欠 

お申込いただきました個人情報につきましては、本コンファレンスに限って使用させていただきます。 
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